
山
形
。
大
楯
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
大
字
小
原
田
字
大
楯

，
大
槻

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
人
八
年

（昭
６３
）
五
月
１
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
邦
弘

・
庄
司
　
功

・
岡
部
政
宜

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
楯
遺
跡
は
、
山
形
県
北
西
部
に
広
が
る
庄
内
平
野
の
北
端
、
遊
佐
町
に
所

在
す
る
。
本
遺
跡
の
北
を
西
流
す
る
月
光
川
の
氾
濫
原
と
自
然
堤
防
上
に
立
地

し
、
標
高
は
お
よ
そ

一
六
ｍ
で

あ
る
。
発
掘
調
査
は
、
県
営
園

場
整
備
事
業
に
伴
う
緊
急
発
掘

調
査
で
、　
一
九
八
七
年
に
第

一

次
調
査
を
行
な
い
、
木
簡
が
出

土
し
て
い
る

（本
誌
第

一
〇
号
）。

今
回
の
調
査
で
は
、
第

一
次
調

査
に
続
く
角
材
を
用
い
た
柵
木

列
が
南
を
除
く
三
面
で
確
認
さ

れ
た
ほ
か
、
柵
木
列
に
囲
ま
れ
た
内
部
に
礎
石
建
物

一
棟
、
掘
立
柱
建
物
三
棟
、

柵
外
部
に
四
凍
の
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
、
溝
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
特
に
柵
木

列
内
の
礎
石
建
物
Ｓ
Ｂ
四
〇

一
の
特
異
な
構
造
か
ら
、
宗
教
的
な
色
彩
が
強
く

感
じ
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
二
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、

柵
木
列
Ｓ
Ａ

一
西
面
の
外
に
平
行
す
る
溝
Ｓ
Ｄ
九

一
二
で
あ
る
。
幅
は

一
・
七

―
二

・
八
ｍ
、
深
さ
は
二
三
ｔ
三
〇
釦
を
測
り
、
長
さ
は
二
人
ｍ
ま
で
確
認
し

た
。
そ
の
他
の
出
土
遺
物
に
は
、
多
数
の
木
製
品
と
珠
洲
系
陶
器
、
か
わ
ら
け
、

青
磁
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
か
ら
本
遺
跡
の
主
体
は

一
三
世
紀
と
考
え

ら
れ
る
。

苧佐選潔吉て乳
中茸出 ,■1
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大楯遺跡遺構配置図



1996年出土の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

②

　

「悲
泣
雨

」

６

９

×

含

懲

）
×

∞
　

ｏ
緞

ａ

ｅ

×

８

×

岸
　

ｏ
む

い
は
両
側
面
が
欠
損
し
て
い
る
。
ま
た
上
端
に
つ
い
て
も
欠
損
の
可
能
性
が

あ
る
。
木
目
に
対
し
垂
直
方
向
に
書
か
れ
て
い
る
。
文
字
の
多
く
は
片
仮
名
で

あ
る
が
、
裏
面
の
最
後
に

一
回
り
大
き
め
に
書
か
れ
た
文
字
は
、
「保
元
」
と

読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
本
調
査
に
お
け
る
出
土
遺
物
か
ら
は
、
保

ロミて
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元
年
間
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。
②
に
つ
い
て
は
下
端

が
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
、
文
字
自
体
は
完
結
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

な
お
本
遺
跡
は
、
遊
佐
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
第
三
、
第
四
次
調
査
が
行

な
わ
れ
、
そ
の
重
要
性
か
ら
保
存
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。

木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

山
形
県
教
育
委
員
会

『大
楯
遺
跡
第
二
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
全

九
八
九

年
）

（伊
藤
邦
弘
）




